
歴
史
物
語
と
「
先
坊
」

一
『
大
鏡
』
『
今
鏡
』
『
増
鏡
』
を
中
心
と
し
て

福
　
田
　
景
　
道

「
先
坊
」
保
明
親
王

　
醍
醐
天
皇
第
二
皇
子
保
明
親
王
は
、
誕
生
後
三
ヶ
月
足
ら
ず
で

東
宮
に
立
ち
な
が
ら
、
皇
位
を
継
承
す
る
こ
と
な
く
二
十
一
歳
に

し
て
急
逝
し
た
。
『
大
鏡
』
「
村
上
帝
紀
」
に
は
、
そ
の
悲
傷
が
乳

母
子
大
輔
の
君
の
詠
歌
を
中
心
に
縷
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は

故
東
宮
は
本
名
（
崇
象
・
保
明
）
や
諡
号
（
文
彦
太
子
）
で
は
呼

ば
れ
ず
、
「
前
坊
」
「
先
坊
」
「
前
の
東
宮
」
と
三
種
類
に
呼
称
さ

れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
か
つ
て
東
宮
位
に
あ
り
な
が
ら
帝
位
に
即
か

な
か
っ
た
人
物
に
与
え
ら
れ
る
呼
称
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
ま
っ

た
く
同
義
で
あ
る
が
、
「
前
坊
」
「
先
坊
」
は
も
う
少
し
限
定
的
に

用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
原
田
芳
起
氏
は
、
平
安
中

期
の
「
先
帝
」
を
「
在
位
中
、
ま
た
は
譲
位
後
程
な
く
崩
ぜ
ら
れ

て
、
『
院
』
の
尊
称
で
呼
ぶ
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
み
か
ど
」
と

考
察
し
た
上
で
、
類
語
「
先
坊
」
も
東
宮
の
地
位
の
ま
ま
に
死
去

し
た
場
合
に
限
ら
れ
る
こ
と
を
例
証
し
、
「
前
坊
」
を
「
先
坊
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
レ

の
誤
写
と
見
な
し
て
両
語
を
同
一
視
し
た
。
こ
の
点
か
ら
は
、
東

宮
の
ま
ま
に
死
去
し
た
保
明
親
王
は
「
先
坊
」
の
名
に
相
応
し
い
。

生
前
に
東
宮
位
を
去
っ
た
人
物
は
決
し
て
「
先
坊
」
と
は
呼
ば
れ

な
い
の
で
あ
る
。
藤
本
勝
義
氏
も
同
様
に
「
前
（
先
）
坊
」
に
「
夭

折
し
た
東
宮
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
」
を
認
め
て
、
廃
太
子
な
ど
と
は

　
　
　
　
　
　
（
2
）

厳
然
と
区
別
す
る
。

　
「
夭
折
し
た
東
宮
」
保
明
親
王
は
『
後
撰
集
』
『
大
和
物
語
』
『
扶

桑
略
記
』
『
帝
王
編
年
記
』
『
増
鏡
』
な
ど
に
も
「
前
坊
」
「
先
坊
」

と
し
て
登
場
す
る
。
『
源
氏
物
語
』
『
い
は
で
し
の
ぶ
』
『
あ
さ
ぢ

が
露
』
な
ど
の
作
り
物
語
に
も
「
前
坊
」
「
先
坊
」
の
用
例
が
あ

り
、
右
の
理
解
と
矛
盾
し
な
い
。
原
田
・
藤
本
両
氏
の
所
説
を
否

定
す
る
材
料
は
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
『
大
鏡
』
に
お
け
る
「
先
坊
」
保
明
は
、
夭
折
し
た
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り
に
描
か
れ
る
。

　
　
　
后
に
た
ち
た
ま
ふ
日
は
、
先
坊
の
御
こ
と
を
、
宮
の
う
ち

　
　
に
ゆ
ゆ
し
が
り
て
申
し
出
づ
る
人
も
な
か
り
け
る
に
、
か
の

　
　
御
乳
母
子
に
大
輔
の
君
と
言
ひ
け
る
女
房
の
、
か
く
よ
み
て

　
　
出
だ
し
け
る
、

　
　
　
　
わ
び
ぬ
れ
ば
今
は
と
も
の
を
思
へ
ど
も
心
に
似
ぬ
は
涙

　
　
　
　
な
り
け
り
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ま
た
、
御
法
事
は
て
て
、
人
々
ま
か
り
出
づ
る
日
も
、
か

　
　
く
こ
そ
は
よ
ま
れ
た
り
け
れ
。

　
　
　
　
今
は
と
て
み
山
を
出
づ
る
郭
公
い
づ
れ
の
里
に
鳴
か
む

　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ロ

　
　
　
　
と
す
ら
む
（
「
村
上
帝
紀
」
四
〇
頁
）

　
　
　
先
坊
を
恋
ひ
か
な
し
び
た
て
ま
つ
り
た
ま
ひ
、
大
輔
な
む
、

　
　
夢
に
見
た
て
ま
つ
り
た
る
と
聞
き
て
、
よ
み
て
お
く
り
た
ま

　
　
へ
る
、

　
　
　
　
時
の
間
も
慰
め
つ
ら
む
君
は
さ
は
夢
に
だ
に
見
ぬ
我
ぞ

　
　
　
　
か
な
し
き

　
　
御
返
り
ご
と
、
大
輔
、

　
　
　
　
恋
し
さ
の
慰
む
べ
く
も
あ
ら
ざ
り
き
夢
の
う
ち
に
も
夢

　
　
　
　
と
見
し
か
ば
（
「
時
平
伝
」
八
四
・
八
五
頁
）

　
こ
の
悲
嘆
の
さ
ま
は
『
大
鏡
』
作
品
中
有
数
の
も
の
で
、
そ
の

中
で
は
「
先
坊
」
の
呼
称
の
特
殊
性
が
効
果
的
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
別
に
「
御
母
后
、
（
中
略
）
前
坊
を
う
み
た
て
ま
つ

ら
せ
た
ま
ふ
」
と
も
あ
り
（
「
村
上
帝
紀
」
三
九
頁
）
、
単
調
な
記

録
的
部
分
で
も
保
明
親
王
は
「
前
（
先
）
坊
」
と
定
位
さ
れ
る
。

こ
の
筆
致
に
は
悲
劇
性
は
う
か
が
え
ず
、
「
先
坊
」
は
固
有
名
詞

的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
。
し
か
も
こ
れ
が
『
大

鏡
』
に
お
け
る
最
初
の
「
先
坊
（
前
坊
）
」
の
用
例
で
あ
る
。
保

明
は
無
条
件
に
「
先
坊
」
な
の
で
あ
る
。
「
女
君
一
所
は
、
先
坊

の
御
息
所
に
て
お
は
し
ま
し
き
」
（
「
忠
平
伝
」
九
四
頁
）
と
い
う

一
文
も
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
も
夭
死
の
悲
傷
は
看
取
し
難
い
。

　
『
大
鏡
』
の
「
先
（
前
）
坊
」
の
五
例
す
べ
て
が
保
明
親
王
を

示
す
こ
と
も
注
目
に
値
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
東
宮
位
の
ま
ま
に
夭

折
し
た
の
は
保
明
一
人
で
は
な
い
。
保
明
先
坊
に
代
っ
て
立
坊
し

た
遺
児
慶
頼
王
も
、
即
位
す
る
こ
と
な
く
五
歳
に
し
て
急
死
し
て

い
る
と
い
う
卑
近
な
例
も
あ
る
。
こ
の
運
命
的
悲
劇
に
対
す
る
『
大

鏡
』
の
叙
述
は
意
外
に
冷
淡
で
、
「
御
孫
の
春
宮
も
（
中
略
）
う

せ
た
ま
ひ
に
き
か
し
」
（
「
時
平
伝
」
八
二
頁
）
と
し
か
記
さ
れ
な

い
。
「
春
宮
」
が
「
う
せ
」
た
か
ら
に
は
「
先
坊
」
に
ほ
か
な
ら

な
い
が
、
こ
れ
は
、
菅
原
道
真
を
讒
言
し
た
「
悪
事
」
に
よ
っ
て

時
平
一
門
が
死
滅
し
て
い
く
一
連
の
大
き
な
構
図
に
含
ま
れ
る
も

　
　
　
　
ロ

の
で
あ
り
、
「
先
坊
」
と
な
っ
た
悲
運
に
は
関
心
が
払
わ
れ
な
い

の
で
あ
る
。
慶
頼
は
「
先
坊
」
と
は
見
な
さ
れ
て
い
な
い
と
判
断

　
　
　
　
　
　
　
つ
こ

す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
の
こ
と
は
、
ま
た
、
「
先
坊
」
の
呼
称
が
保
明
親
王
に
占
有

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
予
想
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
「
先
坊
」
は
、
「
即

位
前
に
早
世
し
た
東
宮
」
と
い
う
原
義
以
上
に
保
明
個
人
と
結
び

付
く
。
『
大
鏡
』
の
保
明
は
「
先
坊
」
と
し
て
し
か
登
場
し
な
い

の
で
あ
る
。

　
そ
の
遠
因
は
『
後
撰
集
』
（
一
二
〇
三
二
四
〇
六
）
と
『
大

和
物
語
』
（
第
五
段
）
に
保
明
親
王
の
夭
折
を
悼
む
詠
歌
が
収
録

さ
れ
る
際
に
「
前
坊
」
「
先
坊
」
の
呼
称
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
死
没
に
関
係
の
な
い
晴
れ
の
場

で
は
「
保
明
親
王
」
（
『
古
今
集
』
三
六
四
）
・
「
春
宮
」
（
『
拾
遺

集
』
七
六
）
と
呼
ば
れ
る
点
か
ら
見
る
と
、
「
先
坊
」
は
当
初
か

ら
「
夭
折
し
た
保
明
」
と
不
可
分
の
名
辞
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら

れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
「
先
坊
“
保
明
」
の
心
象
は
、
『
源
氏
物
語
』
の
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ク
レ

「
前
坊
」
に
も
明
ら
か
に
投
影
す
る
。
さ
ら
に
、
鎌
倉
時
代
の
作

り
物
語
『
い
は
で
し
の
ぶ
』
の
「
前
坊
」
は
第
二
皇
子
で
后
腹
に

設
定
さ
れ
、
『
あ
さ
ぢ
が
露
』
の
「
先
坊
」
に
は
帝
位
に
即
い
た

同
腹
の
弟
が
あ
り
、
母
后
は
太
政
大
臣
の
妹
と
さ
れ
て
い
て
、
い

ず
れ
も
歴
史
上
の
保
明
親
王
の
境
遇
と
一
致
す
る
。
こ
の
よ
う
な

「
先
坊
保
明
」
の
固
定
観
念
の
浸
透
に
は
、
史
実
や
『
源
氏
物
語
』

の
影
響
だ
け
で
な
く
、
『
大
鏡
』
の
存
在
も
加
担
し
た
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
て
「
先
坊
」
は
王
朝
文
学
史
を
貫
流
す
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
平
安
時
代
の
「
前
（
先
）
坊
」
は
「
こ
と
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

と
く
『
保
明
親
王
』
を
指
し
て
い
た
」
と
い
う
見
方
は
正
確
で
は

な
い
。
次
節
に
見
る
よ
う
に
、
『
今
鏡
』
の
「
前
坊
」
は
保
明
親

王
で
は
な
く
、
夭
折
し
た
東
宮
で
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。

二
　
『
今
鏡
』
の
「
先
坊
」
敦
文
親
王

　
『
今
鏡
』
に
お
い
て
は
、
二
ヶ
所
に
「
先
坊
（
前
坊
）
」
が
姿

を
現
わ
す
。

　
　
　
こ
の
帝
（
堀
河
）
の
御
母
（
賢
子
）
、
（
中
略
）
承
保
元
年

　
　
六
月
廿
日
、
后
に
立
ち
給
ふ
。
御
齢
十
八
に
お
は
し
ま
し
き
。

　
　
十
二
月
廿
六
日
、
前
坊
生
み
奉
り
総
記
。
（
す
べ
ら
ぎ
の
中

　
　
第
二
「
所
々
の
御
寺
」
、
一
〇
九
頁
）

　
　
　
六
条
の
右
の
大
臣
（
顕
房
）
の
君
達
は
、
ま
づ
堀
河
の
帝

　
　
の
御
母
中
宮
（
賢
子
）
、
そ
の
御
腹
に
、
前
坊
と
、
堀
河
の

　
　
帝
と
、
男
宮
生
み
奉
り
給
へ
り
。
（
村
上
の
源
氏
第
七
「
根

　
　
合
」
、
二
九
四
頁
）

　
簡
潔
な
が
ら
「
先
坊
」
の
存
在
が
刻
印
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
先

坊
は
、
中
宮
賢
子
所
生
の
第
一
皇
子
で
あ
る
敦
文
親
王
以
外
に
は

考
え
ら
れ
な
い
。
『
今
鏡
』
で
は
敦
文
親
王
は
こ
の
二
ヶ
所
に
し

か
存
在
せ
ず
、
「
前
坊
」
以
外
の
呼
称
は
与
え
ら
れ
な
い
の
で

　
（
1
0
）

あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
親
王
は
四
歳
で
早
世
は
し
た
が
、
立
坊
し
て

は
い
な
か
っ
た
。
「
夭
折
し
た
東
宮
」
で
は
な
い
の
は
も
と
よ
り
、

「
坊
」
で
さ
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
海
野
泰
男
氏

は
「
白
河
天
皇
の
時
の
皇
太
子
は
、
皇
弟
実
仁
親
王
で
、
こ
の
親

王
も
応
徳
二
年
十
一
月
八
日
、
十
五
歳
で
薨
じ
て
い
る
（
『
扶
桑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

略
記
』
）
の
で
、
そ
れ
と
の
混
同
が
あ
っ
た
か
」
と
推
察
さ
れ
る
。

た
し
か
に
、
両
親
王
の
死
去
時
点
に
は
約
一
年
の
差
し
か
な
く
、

混
同
の
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
別
の
観
点

か
ら
も
解
決
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
ま
ず
、
敦
文
親
王
が
実
質
的
に
東
宮
と
異
な
ら
な
い
立
場
に
あ

っ
た
こ
と
が
看
過
で
き
な
い
。
こ
の
親
王
が
、
後
三
条
院
没
後
の

最
高
権
力
者
白
河
帝
の
第
一
皇
子
と
し
て
、
将
来
の
皇
位
継
承
の

最
有
力
候
補
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
え
な
い
。
後
三
条
院
に
後
継

者
に
指
定
さ
れ
た
皇
太
弟
実
仁
親
王
に
対
抗
し
て
、
自
身
の
子
孫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

に
皇
統
を
伝
え
る
こ
と
を
宿
願
と
し
た
と
言
わ
れ
る
白
河
帝
に
と

っ
て
、
そ
の
次
の
東
宮
は
敦
文
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。
白
河
帝
の
統
治
が
永
続
し
た
事
実
を
知
る
者
が
、
敦
文

が
早
世
し
な
か
っ
た
場
合
を
想
定
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
立
坊
・
即

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

位
は
疑
い
の
余
地
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
『
栄

花
物
語
』
に
は
、
敦
文
親
王
の
誕
生
か
ら
急
死
に
至
る
間
の
悲
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喜
哀
歓
が
筆
を
尽
く
し
て
描
き
出
さ
れ
て
い
る
（
巻
光
九
「
布
引

の
滝
」
）
。
皇
位
継
承
が
約
束
さ
れ
て
い
た
と
い
う
認
識
の
反
映
で

あ
ろ
う
。
頼
豪
阿
闍
梨
の
怨
霊
化
の
逸
話
が
こ
の
親
王
の
誕
生
．

早
世
を
め
ぐ
る
も
の
と
し
て
『
愚
管
抄
』
な
ど
に
伝
え
ら
れ
た
の

も
、
皇
位
継
承
者
の
頓
挫
と
見
な
さ
れ
た
た
め
と
想
像
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ロ

『
平
家
物
語
』
諸
本
に
は
「
（
敦
文
に
）
柞
を
つ
が
し
め
ん
」
と

の
言
辞
が
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、
『
今
鏡
』
成
立
時
点
に
は
、
生

前
の
敦
文
親
王
の
立
場
が
東
宮
と
等
質
視
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て

大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
公
的
に
任
命
さ
れ
た
地
位
と
散
文
作
品
に
お
け
る
呼
称

と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
点
を
指
摘
し
た
い
。
た
と
え
ば
、
『
大

鏡
』
に
は
村
上
帝
第
一
皇
子
の
広
平
親
王
が
「
儲
の
君
」
と
明
記

さ
れ
る
（
「
師
輔
伝
」
一
六
七
頁
）
。
「
儲
君
」
は
東
宮
に
等
し
い

が
、
広
平
が
立
坊
し
た
事
実
は
な
い
。
こ
の
記
事
の
段
階
で
実
質

的
な
皇
位
継
承
者
（
東
宮
）
と
認
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
歴
史
物
語
で
は
、
大
納
言
・
中
納
言
な
ど
の
官
の
「
正
」

「
権
」
は
厳
密
に
は
区
別
さ
れ
な
い
の
が
原
則
と
な
る
。
『
栄
花

物
語
』
『
大
鏡
』
で
は
、
「
内
覧
」
で
あ
っ
た
道
長
が
「
関
白
」
と

見
な
さ
れ
る
。
他
に
も
現
実
の
地
位
と
作
品
中
の
通
称
と
が
齟
齬

す
る
事
例
は
少
な
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
点
を
考
慮
す
る
と
、
実

質
的
に
東
宮
と
異
な
ら
な
か
っ
た
人
物
が
死
没
し
た
場
合
に
、
歴

史
物
語
中
で
は
「
先
坊
」
と
扱
わ
れ
た
と
し
て
も
そ
れ
ほ
ど
不
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
ロ

然
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
法
制
上
は
立
坊
し
て
い
な
い
敦
文
親
王

が
『
今
鏡
』
世
界
で
は
「
先
坊
」
と
認
定
さ
れ
た
可
能
性
は
決
し

て
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
同
時
代
に
あ
っ
て
東
宮
位
の
ま
ま
に
死
去
し
た
実
仁
親

王
は
、
疑
い
の
余
地
の
な
い
「
先
坊
」
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
今
鏡
』
で
は
そ
の
よ
う
な
扱
い
を
さ
れ

て
い
な
い
。
「
春
宮
に
立
ち
給
ひ
き
。
（
中
略
）
十
五
に
お
は
し
ま

し
x
に
崩
れ
さ
せ
給
ひ
に
き
」
（
御
子
た
ち
第
八
「
源
氏
の
御
息

所
」
三
一
九
頁
）
と
、
東
宮
の
位
で
夭
折
し
た
こ
と
が
明
示
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
め
ロ

な
が
ら
も
「
先
坊
」
の
呼
称
を
も
た
な
い
の
で
あ
る
。
幼
齢
で
死

去
し
た
敦
文
よ
り
も
、
十
五
歳
ま
で
生
存
し
た
実
仁
の
方
が
保
明

の
前
例
に
重
な
る
面
が
多
い
。
こ
の
点
か
ら
は
海
野
氏
の
両
者
混

同
説
が
蓋
然
性
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
后
腹
の
第
一
皇
子
で
、
実
弟
が
即
位
し
た
と
い
う
保

明
の
境
遇
に
着
目
す
る
と
、
一
転
し
て
敦
文
が
酷
似
す
る
。
こ
の

点
で
は
実
仁
は
乖
離
し
て
い
る
。
系
譜
（
系
図
）
を
重
視
し
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ル
ロ

れ
を
構
成
の
機
軸
に
す
る
『
今
鏡
』
世
界
に
あ
っ
て
は
、
敦
文
の

方
が
「
先
坊
」
の
呼
称
に
相
応
し
い
の
で
あ
る
。
『
大
鏡
』
の
保

明
親
王
関
係
記
事
群
と
異
な
っ
て
、
『
今
鏡
』
に
「
先
坊
」
夭
折

の
悲
傷
が
一
切
描
か
れ
な
い
の
も
、
系
譜
上
の
共
通
性
の
み
を
注

視
す
る
方
針
に
よ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
敦
文
親
王
は
こ
の
意
味
で

の
「
先
坊
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
『
今
鏡
』
で
は
、
『
大
鏡
』
な
ど

に
顕
在
化
す
る
「
先
坊
保
明
」
が
、
系
譜
面
に
お
い
て
受
け
継
が

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
両
書
に
は
「
前
坊
を
う
み
た
て

ま
つ
ら
せ
た
ま
ふ
」
（
『
大
鏡
』
三
九
頁
）
・
「
前
坊
生
み
奉
り
給

ふ
」
（
『
今
鏡
』
一
〇
九
頁
）
と
い
う
共
通
表
現
も
あ
る
。
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三
　
『
増
鏡
』
の
「
先
坊
」
邦
良
親
王

　
い
わ
ゆ
る
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
、
宮
廷
社
会
は
根
底
か
ら
の
劇

的
な
変
動
を
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
武
家
政
権
の
樹
立
に
伴
っ
て
、

王
朝
的
価
値
観
は
相
対
化
さ
れ
、
王
朝
文
学
の
設
定
上
の
基
盤
の

い
く
つ
か
は
意
味
を
失
っ
て
し
ま
う
。
摂
関
職
が
外
戚
の
権
限
か

ら
分
離
し
、
五
摂
家
の
成
立
と
と
も
に
形
骸
化
す
る
衝
撃
的
な
現

実
に
対
応
し
て
、
歴
史
物
語
各
作
品
の
中
の
「
摂
政
」
「
関
白
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

も
変
質
と
消
滅
を
免
れ
な
い
の
で
あ
る
。
『
増
鏡
』
な
ど
に
は
、

歴
史
物
語
の
基
軸
と
し
て
の
皇
位
継
承
史
構
想
は
依
然
と
し
て
保

持
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
皇
位
の
内
実
が
不
変
で
あ
っ
た
と
は
考
え

難
い
。

　
「
先
帝
」
は
変
質
し
た
。
平
安
中
期
の
「
先
帝
」
は
「
在
位
中
、

ま
た
は
譲
位
後
程
な
く
崩
ぜ
ら
れ
た
、
『
院
』
の
尊
称
で
呼
ぶ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
の
ロ

と
の
で
き
な
か
っ
た
み
か
ど
」
で
あ
っ
た
と
い
う
見
方
は
、
次
の

よ
う
に
、
中
世
の
『
増
鏡
』
に
ま
で
は
及
ば
な
い
。

　
た
と
え
ば
、
元
弘
の
変
で
六
波
羅
に
幽
閉
さ
れ
、
隠
岐
に
配
流

さ
れ
た
期
間
の
後
醍
醐
帝
が
、
存
命
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
先
帝
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
同
帝
が
後
年
に
譲
位
と
ほ
ぼ
同
時

に
死
去
し
た
こ
と
に
基
づ
く
の
で
は
な
い
。
光
厳
帝
の
践
祚
と
同

時
に
「
先
帝
」
と
称
さ
れ
、
そ
の
後
の
京
都
帰
還
に
よ
っ
て
再
び

帝
位
に
復
帰
し
て
「
先
帝
」
の
称
呼
を
免
れ
る
の
で
あ
る
。
「
重

祚
な
ど
に
て
あ
る
ぺ
け
れ
ど
も
、
璽
の
箱
を
御
身
に
添
へ
ら
れ
た

れ
ば
、
た
父
遠
き
行
幸
の
還
御
の
式
に
て
あ
る
べ
き
よ
し
定
め

ハ
ハ
ロ

ら
る
」
（
第
十
七
「
月
草
の
花
」
四
八
五
頁
）
と
、
光
厳
帝
在
位

の
実
績
を
も
遡
っ
て
否
定
し
、
あ
た
か
も
後
醍
醐
帝
の
治
世
が
継

続
し
て
い
た
と
す
る
姿
勢
が
顕
示
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
統

一
的
に
「
先
帝
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
『
増
鏡
』
世
界
の
「
現
在
」

は
語
り
手
が
歴
史
語
り
を
し
て
い
る
時
点
に
は
な
く
、
作
品
成
立

時
点
に
も
な
い
。
「
今
」
は
物
語
内
の
時
間
の
進
行
と
と
も
に
移

動
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
京
都
帰
還
ま
で
の
間
の
後
醍
醐
帝
は
、

院
号
を
も
た
な
い
ゆ
え
に
「
先
帝
」
と
称
さ
れ
る
し
が
な
か
っ
た

と
も
思
わ
れ
る
が
、
「
廃
帝
」
「
前
帝
」
な
ど
の
呼
び
方
が
な
さ
れ

て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

在
位
中
に
死
去
し
た
の
で
は
な
い
「
一
代
前
の
帝
」
が
「
先
帝
」

と
称
さ
れ
る
例
に
な
る
の
は
間
違
い
な
い
。
同
様
に
、
後
鳥
羽
帝

践
祚
後
の
存
命
中
の
安
徳
帝
も
「
先
帝
」
と
呼
ば
れ
る
（
第
一
「
お

ど
ろ
の
し
た
」
二
五
二
頁
）
。
他
に
堀
河
帝
・
後
二
条
帝
が
没
後

に
「
先
帝
」
と
称
さ
れ
る
例
は
あ
る
が
、
『
増
鏡
』
の
「
先
帝
」

は
平
安
中
期
の
（
本
来
の
）
用
法
に
反
す
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

（
2
1
）

な
い
。

　
た
だ
し
、
「
先
帝
」
は
、
在
位
中
に
死
去
し
た
か
否
か
に
関
係

な
く
、
本
来
コ
代
前
の
帝
」
を
意
味
す
る
と
い
う
考
え
方
も

（
2
2
）

あ
り
、
『
栄
花
物
語
』
や
『
今
鏡
』
の
用
例
は
こ
れ
に
も
矛
盾
し

な
い
。
「
先
帝
」
の
原
義
に
「
在
位
中
、
ま
た
は
譲
位
後
程
な
く

崩
ぜ
ら
れ
た
」
と
い
う
要
素
は
含
ま
れ
な
い
か
、
も
し
く
は
、
平

安
後
期
に
は
す
で
に
原
義
を
変
質
さ
せ
て
い
た
か
、
の
い
ず
れ
か

で
あ
ろ
う
か
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
「
先
帝
」
の
用
法
は
変
化
し
た
の
で
あ
る
。

「
先
坊
」
も
同
様
に
変
質
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
今
鏡
』
に
よ
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る
と
、
平
安
時
代
後
期
の
「
先
坊
」
は
、
「
即
位
前
の
死
去
」
を

条
件
と
す
る
点
で
中
世
の
「
先
帝
」
と
は
異
な
っ
た
用
法
を
保
持

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
保
明
親
王
の
史
実
の
影
響
を
よ
り
強
く

保
ち
続
け
た
と
言
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

　
『
増
鏡
』
の
「
先
坊
」
は
、
こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
に
あ
っ
て
、

「
先
帝
」
と
同
様
に
は
捉
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

　
さ
て
、
『
増
鏡
』
で
は
、
嘉
暦
元
年
三
月
に
践
祚
を
目
前
に
病

死
し
た
東
宮
邦
良
親
王
が
「
先
坊
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
「
後
二

条
院
の
一
の
御
子
」
と
し
て
の
立
坊
（
第
十
三
「
秋
の
み
山
」
四

二
二
頁
）
以
来
、
一
律
に
「
春
宮
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
同
親
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
み
ロ

は
、
こ
れ
を
境
に
画
然
と
「
先
坊
」
に
転
ず
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
も
ろ
と
も
に
聞
か
ま
し
物
を
郭
公
ま
く
ら
な
ら
べ
し
昔

　
　
　
　
な
り
せ
ば
（
第
十
四
「
春
の
別
れ
」
四
三
四
頁
）

　
こ
れ
は
、
邦
良
死
去
の
翌
月
に
詠
ま
れ
た
御
息
所
楳
子
内
親
王

の
悼
歌
で
あ
る
が
、
ほ
と
と
ぎ
す
に
託
し
て
哀
傷
を
表
現
す
る
発

想
は
、
『
大
鏡
』
に
お
け
る
前
掲
の
「
今
は
と
て
み
山
を
出
づ
る

郭
公
い
づ
れ
の
里
に
鳴
か
む
と
す
ら
む
」
と
響
き
合
う
で
あ
ろ
う
。

作
品
内
の
悲
嘆
の
大
き
さ
に
関
し
て
も
『
大
鏡
』
の
先
坊
保
明
親

王
と
、
『
増
鏡
』
の
邦
良
親
王
は
近
似
す
る
。

　
ま
た
、
『
増
鏡
』
世
界
に
最
初
に
姿
を
見
せ
る
「
先
坊
」
が
保

明
親
王
で
あ
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。

　
　
い
に
し
へ
の
基
経
の
大
臣
の
御
女
（
穏
子
）
、
延
喜
（
醍
醐

　
　
帝
）
の
御
代
の
大
后
宮
、
朱
雀
・
村
上
の
二
代
の
国
母
に

　
　
て
を
は
せ
し
も
、
初
め
出
で
き
給
ひ
て
殊
に
か
な
し
う
し

　
　
給
し
前
坊
（
保
明
）
に
を
く
れ
聞
え
給
て
、
御
命
の
う
ち

　
　
は
、
絶
え
ぬ
御
歎
き
尽
き
せ
ざ
り
き
。
（
第
十
「
老
の
な
み
」

　
　
三
六
九
頁
）

と
、
『
増
鏡
』
に
は
夭
折
の
悲
劇
と
し
て
提
示
さ
れ
る
が
、
こ
れ

は
明
ら
か
に
次
に
引
く
『
大
鏡
』
を
継
受
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
こ
の
お
と
ど
（
基
経
）
の
御
女
（
穏
子
）
、
醍
醐
の
御
時
の

　
　
后
、
朱
雀
院
井
村
上
二
代
の
御
母
后
に
お
は
し
ま
す
。
（
「
基

　
　
経
伝
」
六
八
・
六
九
頁
）

　
　
前
の
東
宮
（
保
明
）
に
お
く
れ
た
て
ま
つ
り
て
、
か
ぎ
り

　
　
な
く
嘆
か
せ
た
ま
ふ
（
中
略
）
。
世
の
、
大
后
と
こ
れ
を
申

　
　
す
。
（
「
村
上
帝
紀
」
四
一
頁
）

　
両
作
品
の
表
現
の
極
端
な
ま
で
の
共
通
性
は
、
『
増
鏡
』
が
『
大

鏡
』
に
基
づ
く
た
め
と
考
え
る
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
『
大
鏡
』

に
見
え
る
保
明
親
王
の
悲
傷
を
前
提
と
し
て
、
『
増
鏡
』
の
邦
良

親
王
は
「
先
坊
」
た
り
得
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
先
例
」
を
さ
ま
ざ
ま
に
活
用
し
て
作
品
世
界
を
展
開
さ
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ハ
ロ

い
る
と
こ
ろ
に
『
増
鏡
』
の
一
特
色
が
あ
る
。
保
明
は
邦
良
の
「
先

例
」
と
な
る
。
両
「
先
坊
」
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
は
、
保
明
の

遺
児
慶
頼
王
が
立
坊
し
な
が
ら
践
祚
に
至
ら
な
か
っ
た
事
実
が
邦

良
の
遺
児
康
仁
の
同
様
の
将
来
を
暗
示
す
る
意
図
を
伴
う
と
見
な

し
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
『
増
鏡
』
に
お
い
て
も
、
「
先
坊
」
は
「
夭
折
し
た
東
宮
」
と

同
義
で
あ
っ
た
。
光
厳
帝
が
践
祚
し
た
後
に
遺
児
康
仁
親
王
が
立

坊
す
る
際
に
も
邦
良
親
王
が
「
先
坊
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
で
（
第

十
五
「
む
ら
時
雨
」
四
五
五
頁
）
、
コ
代
前
の
東
宮
」
の
意
で
「
先

坊
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
光
厳
朝
に
あ
っ
て
は
、
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邦
良
は
二
代
前
の
東
宮
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
「
先
例
」
と
し

て
の
保
明
親
王
の
存
在
感
を
見
る
と
、
「
先
坊
」
邦
良
は
「
夭
折

し
た
東
宮
」
と
し
て
の
み
『
増
鏡
』
世
界
に
存
立
が
許
さ
れ
る
と

言
え
る
で
あ
ろ
う
。

四
　
歴
史
物
語
史
の
中
の
「
先
坊
」

　
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
、
即
位
で
き
な
か
っ
た
東
宮
は
少
な

く
な
い
。
こ
れ
ま
で
に
名
を
挙
げ
た
保
明
親
王
・
慶
頼
王
・
実
仁

親
王
・
邦
良
親
王
・
康
仁
親
王
以
外
に
も
、
菟
道
稚
郎
子
皇
子
（
応

神
朝
）
、
木
梨
軽
皇
子
（
允
恭
朝
）
、
厩
戸
皇
子
（
推
古
朝
）
、
草

壁
皇
子
（
天
武
・
持
統
朝
）
、
某
（
基
）
皇
範
（
聖
武
朝
）
、
道
祖

王
（
孝
謙
朝
）
、
他
戸
親
王
（
光
仁
朝
）
、
早
良
親
王
（
桓
武
朝
）
、

高
岳
親
王
（
嵯
峨
朝
）
、
恒
貞
親
王
（
仁
明
朝
）
、
敦
明
親
王
（
後

一
条
朝
）
、
恒
良
親
王
（
後
醍
醐
朝
）
な
ど
が
お
り
、
鎌
倉
末
頃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

ま
で
に
十
七
人
が
数
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
う
ち
、
道
祖
・
他
戸
・
早
良
・
高
岳
・
恒
貞
の
五
人
は
、

政
変
に
関
与
し
て
東
宮
の
地
位
を
失
っ
た
廃
太
子
で
、
前
節
ま
で

の
「
先
坊
」
と
同
一
に
は
扱
い
難
い
。
太
古
の
菟
道
稚
郎
子
と
木

梨
軽
の
両
皇
子
は
、
東
宮
在
位
中
に
死
去
し
て
い
る
が
、
皇
位
継

承
を
め
ぐ
っ
て
自
殺
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
恒
良
親
王
も

南
北
朝
の
動
乱
の
う
ち
に
践
祚
で
き
ず
に
横
死
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
も
政
変
絡
み
と
考
え
ら
れ
、
「
先
坊
」
と
は
異
質
で
あ
る
。
敦

明
親
王
の
場
合
も
、
皇
位
継
承
に
関
す
る
圧
迫
に
絶
え
切
れ
ず
に

辞
退
し
た
の
で
あ
り
、
『
栄
花
物
語
』
や
『
大
鏡
』
に
そ
の
経
緯

が
詳
述
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
で
「
先
坊
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
は
な

い
。
そ
の
他
の
歴
史
物
語
系
作
品
に
お
い
て
も
廃
坊
や
辞
退
者
を

「
先
坊
」
と
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
は
皆
無
で
あ
る
。

　
な
お
、
こ
の
よ
う
な
廃
太
子
や
辞
退
に
か
か
わ
る
事
件
を
『
源

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

氏
物
語
』
の
「
先
坊
」
の
背
景
に
読
み
取
る
試
み
も
あ
る
が
、
こ

れ
ま
で
に
検
証
し
た
歴
史
物
語
の
用
法
か
ら
も
首
肯
し
難
耀
・

　
結
局
、
東
宮
の
身
分
の
ま
ま
に
死
去
し
て
践
祚
に
至
ら
な
か
っ

た
「
先
坊
」
該
当
者
と
し
て
は
、
厩
戸
皇
子
・
草
壁
皇
子
・
聖
武

帝
の
某
皇
子
の
三
人
が
残
る
。
た
だ
し
、
豊
富
な
伝
承
に
包
ま
れ

た
厩
戸
は
「
聖
徳
太
子
」
と
い
う
著
名
な
称
号
を
も
ち
、
「
先
坊
」

と
称
さ
れ
る
可
能
性
は
低
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
考
察

の
対
象
か
ら
除
か
ざ
る
を
得
な
い
。

　
父
帝
天
武
の
皇
太
子
に
立
て
ら
れ
て
い
た
草
壁
皇
子
は
即
位
す

る
こ
と
な
く
二
十
八
歳
で
早
世
し
た
と
言
わ
れ
る
。
聖
武
帝
を
父

に
光
明
皇
后
を
母
に
も
つ
某
皇
子
は
誕
生
直
後
に
立
太
子
し
な
が

ら
翌
年
は
か
な
く
も
病
没
し
た
ら
し
い
。
こ
の
両
皇
子
は
「
先
坊
」

の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
。
前
者
の
経
緯
は
保
明
親
王
に
類
似
し
、

後
者
は
敦
文
親
王
の
悲
劇
に
近
い
面
が
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
二
皇
子
が
「
先
坊
」
と
見
な

さ
れ
た
形
跡
は
見
い
だ
せ
な
い
。
『
水
鏡
』
の
叙
述
の
対
象
範
囲

に
入
り
、
そ
の
存
在
は
無
視
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
「
先
坊
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

呼
ば
れ
る
こ
と
は
ま
っ
た
く
な
い
の
で
あ
る
。

　
主
要
な
歴
史
物
語
が
対
象
と
し
た
期
間
に
、
政
変
に
関
与
せ
ず

に
「
夭
折
し
た
東
宮
」
と
し
て
如
上
の
八
人
が
出
現
し
た
こ
と
に

な
る
。
そ
の
う
ち
厩
戸
・
草
壁
・
某
・
慶
頼
・
実
仁
・
康
仁
の
六
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人
ま
で
は
「
先
坊
」
の
呼
称
が
確
認
で
き
な
い
。
歴
史
物
語
系
作

品
で
は
『
大
鏡
』
の
保
明
と
『
増
鏡
』
の
邦
良
だ
け
が
明
確
に
「
先

坊
」
と
認
識
さ
れ
、
邦
良
に
は
保
明
の
先
例
が
顕
著
に
投
影
し
て

い
る
。
ま
た
、
東
宮
で
は
な
か
っ
た
敦
文
親
王
が
『
今
鏡
』
で
の

「
先
坊
」
と
な
る
が
、
こ
れ
に
も
保
明
像
の
影
響
が
予
想
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
歴
史
物
語
の
「
先
坊
」
は
、
「
夭
折

し
た
東
宮
」
「
即
位
し
な
か
っ
た
東
宮
」
「
前
の
東
宮
」
な
ど
の
語

義
に
束
縛
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
保
明
親
王
個
人
の
境
遇
が
文
学
的

に
形
象
さ
れ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
保
明

の
哀
感
に
関
心
を
も
ち
得
な
い
『
水
鏡
』
の
よ
う
な
色
調
の

　
　
　
ハ
ロ

作
品
に
は
「
先
坊
」
が
哀
悼
さ
れ
る
余
地
も
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
「
先
坊
保
明
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
『
後
撰
集
』
や

『
大
和
物
語
』
に
源
流
を
も
ち
つ
つ
『
大
鏡
』
に
お
い
て
完
成
し
、

後
続
の
『
今
鏡
』
『
増
鏡
』
に
継
受
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
虚
構
の
『
源
氏
物
語
』
世
界

と
も
接
触
し
、
『
い
は
で
し
の
ぶ
』
『
あ
さ
ぢ
が
露
』
な
ど
の
作
り

物
語
に
も
大
き
く
影
響
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
の
諸
作
品
に
「
先

坊
」
が
必
ず
一
人
し
か
登
場
し
な
い
の
は
、
保
明
の
映
像
の
根
強

さ
に
起
因
す
る
に
ち
が
い
な
い
。
複
数
の
該
当
者
が
存
在
し
得
る

「
先
帝
」
と
は
相
違
し
て
、
「
先
坊
」
は
保
明
親
王
と
不
可
分
の

も
の
と
し
て
歴
史
物
語
史
を
貫
流
す
る
の
で
あ
る
。

注
（
1
）

　
原
田
芳
起
「
『
先
帝
』
名
義
弁
証

著
『
平
安
時
代
文
学
語
彙
の
研
究

付
『
先
坊
』
」
（
同

続
編
』
昭
和
四
八

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

年
、
風
間
書
房
刊
）
。

　
藤
本
勝
義
「
源
氏
物
語
『
前
坊
』
『
故
父
大
臣
の
御
霊
』

放
」
（
『
日
本
文
学
』
三
二
巻
八
号
、
昭
和
五
八
年
八
月
。

同
署
『
源
氏
物
語
の
想
像
カ
ー
史
実
と
虚
構
一
』
〈
平
成

六
年
、
笠
間
書
院
刊
〉
に
再
録
）
。

　
『
大
鏡
』
の
本
文
は
、
橘
健
二
・
加
藤
静
子
校
注
．
訳

『
大
鏡
』
（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
3
4
、
平
成
八
年
、

小
学
館
刊
）
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。

　
拙
稿
「
『
大
鏡
』
「
大
臣
列
伝
」
の
考
察
一
冬
嗣
流
藤
原

氏
「
正
系
」
決
定
過
程
を
め
ぐ
っ
て
一
」
（
秋
田
短
期
大

学
『
論
叢
』
三
五
号
、
昭
和
六
〇
年
三
月
）
・
「
古
典
教

材
と
し
て
の
『
大
鏡
』
の
特
異
性
」
（
島
根
大
学
教
育
学

部
『
教
科
教
育
研
究
論
集
』
四
集
、
平
成
二
年
三
月
）
な

ど
参
照
。

　
『
本
朝
世
紀
』
天
慶
八
年
十
二
月
十
九
日
条
に
は
、
保

明
親
王
が
「
先
々
坊
」
と
呼
ば
れ
る
（
『
本
朝
世
紀
』
新

訂
増
補
国
史
大
系
第
九
巻
、
吉
川
弘
文
館
刊
、
一
二
〇
頁
）

が
、
こ
れ
は
慶
頼
王
が
「
先
坊
」
と
呼
称
さ
れ
た
こ
と
に

基
づ
く
と
思
わ
れ
る
。

　
『
大
和
物
語
』
第
五
段
の
悼
歌
は
、
『
大
鏡
』
「
村
上
帝

紀
」
と
共
通
す
る
。

原
田
芳
起
前
掲
論
文
（
1
）
、
藤
本
勝
義
前
掲
論
文
（
2
）
、

田
中
隆
昭
「
六
条
御
息
所
に
お
け
る
史
実
と
虚
構
」
（
『
日

本
文
学
ノ
ー
ト
』
二
七
号
、
平
成
四
年
二
月
、
同
署
『
源

氏
物
語
歴
史
と
虚
構
』
〈
平
成
五
年
、
勉
誠
社
刊
〉
に
再
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（
8
）

（
9
）

　10
）

ハ11
）

ハ12
）

（
1
3
）

　14
）

　15
）

録
）
な
ど
参
照
。

　
藤
本
勝
義
「
源
氏
物
語
に
於
け
る
前
坊
を
め
ぐ
っ
て
」

（『

ｶ
学
・
語
学
』
八
八
号
、
昭
和
五
五
年
一
〇
月
。
同

著
前
掲
書
〈
2
〉
に
再
録
）
及
び
前
掲
論
文
（
2
）
。

　
『
今
鏡
』
の
本
文
は
、
板
橋
倫
行
校
註
『
今
鏡
』
（
日

本
古
典
全
書
、
昭
和
二
五
年
、
朝
日
新
聞
社
刊
）
に
よ

り
、
（
）
内
に
適
宜
補
足
し
た
。
以
下
同
じ
。

　
板
橋
倫
行
氏
は
、
「
御
子
た
ち
第
八
『
腹
々
の
御
子
』
」

の
「
一
の
宮
」
に
「
前
坊
敦
文
親
王
」
と
注
記
す
る
が
（
日

本
古
典
全
書
、
三
三
三
頁
）
、
当
た
ら
な
い
。
増
淵
勝
一

「
今
鏡
人
名
考
説
」
（
『
平
安
朝
文
学
研
究
』
三
巻
三
号
、

昭
和
四
七
年
八
月
）
な
ど
参
照
。

　
海
野
泰
男
著
『
今
鏡
全
釈
　
上
』
（
昭
和
五
七
年
、
福

武
書
店
刊
）
二
〇
七
頁
。

　
河
内
洋
輔
「
後
三
条
・
白
河
『
院
政
』
の
一
考
察
」
（
石

井
進
編
『
都
と
鄙
の
中
世
史
』
平
成
四
年
、
吉
川
弘
文

館
刊
）
。

　
敦
文
死
去
の
翌
年
に
実
仁
親
王
が
死
去
し
、
翌
々
年
に

同
母
弟
堀
河
帝
が
立
坊
し
た
現
実
が
、
そ
れ
を
確
信
さ
せ

る
で
あ
ろ
う
。

　
梶
原
正
昭
・
山
下
宏
明
校
注
『
平
家
物
語
上
』
（
新
日

本
古
典
文
学
大
系
4
4
、
平
成
三
年
、
岩
波
書
店
刊
）
一

五
三
頁
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
『
源
氏
物
語
』
の
「
前
坊
」

に
つ
い
て
も
公
式
に
は
立
坊
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性

（
1
6
）

（
1
7
）

ハ18
）

（
1
9
）

（
2
0
）

ハ21
）

　22
）

ハ23
）一

（
2
4
）

が
否
定
で
き
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　
三
ヶ
所
に
「
東
宮
」
と
称
呼
さ
れ
る
。

　
拙
稿
「
『
今
鏡
』
に
描
か
れ
る
藤
原
道
長
の
栄
華
－
残

映
と
し
て
の
『
大
鏡
』
一
」
（
『
島
大
国
文
』
一
八
号
、

平
成
元
年
二
月
）
な
ど
参
照
。

　
拙
稿
「
中
世
歴
史
物
語
と
摂
政
関
白
一
『
五
代
帝
王
物

語
』
と
『
増
鏡
』
を
中
心
と
し
て
一
」
（
『
国
語
教
育
論
叢
』

六
号
、
平
成
九
年
三
月
）
参
照
。

　
（
1
）
に
同
じ
。

　
『
増
鏡
』
の
本
文
は
、
時
枝
誠
記
・
木
藤
才
蔵
校
注
「
増

鏡
」
（
日
本
古
典
文
学
大
系
8
7
、
昭
和
四
〇
年
、
岩
波
書

店
刊
）
よ
り
引
用
す
る
。

　
『
増
鏡
』
の
「
先
帝
」
の
用
例
数
は
、
堀
河
帝
1
、
安

徳
帝
3
、
後
二
条
帝
4
、
後
醍
醐
帝
8
で
、
存
命
中
の
安

徳
・
後
醍
醐
両
帝
の
場
合
が
1
6
例
中
H
例
を
占
め
る
。

　
藤
本
勝
義
「
源
氏
物
語
に
於
け
る
先
帝
を
め
ぐ
っ
て
」

（『

ｾ
田
善
麿
先
生
退
官
記
念
文
集
』
昭
和
五
五
年
、
表

現
社
刊
。
同
著
前
掲
書
〈
2
〉
に
再
録
）
な
ど
。

　
邦
良
親
王
の
呼
称
は
、
生
前
は
す
べ
て
「
春
宮
」
（
6

例
）
、
没
後
は
「
先
坊
」
5
例
・
「
前
坊
」
1
例
と
截
然

と
分
か
れ
る
。

　
拙
稿
「
『
増
鏡
』
に
お
け
る
過
去
と
現
在
1
「
先
例
」

の
機
能
に
つ
い
て
一
」
（
『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』

二
四
巻
二
号
、
人
文
・
社
会
科
学
編
、
平
成
二
年
一
二

月
）
参
照
。
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（
2
5
）

　26
）

（
2
7
）

（
2
8
）

　
『
大
日
本
史
』
な
ど
に
は
、
「
基
」
王
は
「
某
」
王
を

誤
っ
た
も
の
と
さ
れ
る
。

　
大
友
皇
子
が
践
祚
し
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
こ
に
加

え
ら
れ
る
が
、
歴
史
物
語
の
『
水
鏡
』
は
践
祚
を
認
め
て

い
る
。

　
三
谷
栄
一
「
源
氏
物
語
に
お
け
る
民
間
信
仰
」
（
『
源
氏

物
語
講
座
』
五
巻
、
昭
和
四
六
年
、
有
精
堂
刊
。
同
著
『
物

語
文
学
の
世
界
』
〈
昭
和
五
〇
年
、
有
精
堂
刊
〉
に
再
録
）
、

本
多
美
奈
子
「
前
坊
の
御
息
所
論
」
（
『
立
教
大
学
日
本
文

学
』
七
四
号
、
平
成
七
年
七
月
）
な
ど
。

　
増
田
繁
夫
「
六
条
御
息
所
の
準
拠
ー
夕
顔
巻
か
ら
葵
巻

へ
一
」
（
『
源
氏
物
語
の
人
物
と
構
造
』
昭
和
五
七
年
、
笠

間
書
院
刊
）
、
藤
本
勝
義
前
掲
論
文
（
2
）
な
ど
参
照
。

　29
）

（
3
0
）

　
　
　
次
の
帝
、
文
武
天
皇
と
申
し
き
。
天
武
天
皇
の
御

　
　
子
に
草
壁
皇
太
子
と
申
し
し
皇
子
の
第
二
子
。
（
『
水

　
　
鏡
』
「
文
武
」
、
金
子
大
麓
他
編
『
校
注
水
鏡
』
〈
平

　
　
成
三
年
、
新
典
社
刊
〉
二
四
頁
）

　
　
　
御
弟
に
東
宮
お
は
し
ま
し
」
か
ど
も
、
神
亀
五
年

　
　
に
御
年
二
歳
に
て
亡
せ
給
ひ
に
し
か
ば
、
こ
の
帝
、

　
　
位
を
継
ぎ
お
は
し
ま
し
き
。
（
『
水
鏡
』
「
孝
謙
」
、
同

　
　
二
一
八
頁
）

　
拙
稿
「
水
鏡
の
思
想
」
（
増
淵
勝
一
他
編
『
水
鏡
』
歴

史
物
語
講
座
第
五
巻
、
平
成
九
年
、
風
間
書
房
．
刊
行
予

定
）
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
学
助
教
授
）
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